
林野高等学校の総合的な学習の時間（校内名称：My　Dream　Project、略称：MDP）は、地域をフィールドとした課題解決学習です。

そして、それぞれの生徒が自らのキャリアデザインを描く力を育成する学習活動です。

学習目標は、次の３点です。

①探究的学習を通して，自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，よりよく問題を解決する資質や能力を育成する。

②地域の方など，社会で生きる方々との出会いや，年次の枠を越えて学び合うことを通して，幅広い見識と視野を育成する。

③情報収集や情報整理の能力を身に付け，公の場でプレゼンテーションできる能力を育成する。

＜特徴、その１～全学年の生徒で取組みます＞

１年から３年の生徒は、それぞれの興味・関心に従って、１０のグループに分かれます。

グループで、課題のテーマによって、チームを作ります。 例：教育グループの指導体験チーム（小中高校の指導に関心がある）

＜特徴、その２～「４つのステップ」で学習活動を進めます＞

１ｓｔ　ステップ ：課題設定をします

・それぞれのグループで追求する課題を決めます。継続して取り組むものや新規性のあるものまでさまざまです。

２ｅｄ　ステップ ：課題解決のための活動をします

・「デアイ場」（地域の達人に話しを伺う、地域に出かけて本物に触れる活動） ・「ＭＤＰ強化日」（探究を深化させる）

・「むかし倉敷ふれあい祭り」（中間発表を兼ねて、地域の人たちと祭りを開催） ・ボランティアも（長期休業中）

３ｔｈ　ステップ ：新たな課題を発見します

・活動してきた内容を検討・考察してまとめます

・「実践報告会」で成果を広く公表します

4ｔｈ　ステップ ：今年度、到達した内容を言語化します。

・それぞれのグループ・チームでの探究活動をまとめ、言語化して、レポートを制作する

※４つのステップでは評価も行っています。

＜特徴、その３～１年間の学習活動をまとめたレポートは冊子化されます＞

岡山県立林野高等学校の総合的な学習の時間（校内名称：Ｍy　Ｄream　Ｐroject）とは

＜成果＞
生徒アンケートでは「地域の課題解決のために活動した」、「MDP活動は、生きる力の伸長や一人一人の進路実現に役立っている」等、
ＭＤＰ活動への肯定率は高く、地元への理解、愛着の高まりが見られる。



平成29年度　岡山県立林野高等学校　総合的な学習の時間（My Dream Project)全体計画

生徒の実態

　純朴で素直な生徒が多いが，生徒数
の減少に伴い，入学してくる生徒の多
様化が進み，個に応じたきめ細かい指
導がより必要になってきている。授業
態度は真面目であり，部活動をはじめ
とした諸活動に誠実に取り組むことが
できる。

地域の実態

岡山県北東部に位置し，地域は少子
化，高齢化が進んでいる。また，自然
豊かで勉学には適した環境であるが，
通学の便にやや難があり，通学に負担
がかかるという弱みがある。しかし，美
作市唯一の高等学校である本校には
「地域に根ざした学校」としての期待は
強く，そのニーズに応える必要も高まっ
ている。

学校の教育目標

平成２９年度の最重点目標

校訓　「すべては光る　個性の輝き」

岡山県立林野高等学校

１  授業や学習方法を改善する取組を通じて、生徒が学び続ける力を身につけ
る。
２　学校行事や部活動や社会貢献活動などを通じて、生徒が主体的に取り組
む力を身につける。
３　ESDの視点からグローバル人材養成の取組を通じて、広い視野と豊かな心
を身につける。
４　体系的な指導体制を通じて、生徒が主体的に自らのキャリアを形成し、目
標を実現する。
５　個々の生徒の心身の充実を図り、生徒の自己肯定感があがる。

保護者の願い

・多様な進路希望を持つ生徒の進路実
現に向けて学力向上等必要な支援・指
導をしてほしい。
・社会人としての基礎力を身に付けさ
せてほしい。
・挨拶・服装・言葉遣いなど，礼儀やマ
ナーを身に付けさせ，生徒の品位を向
上させてほしい。

地域の願い
・県北東部を代表とする伝統的な普通
科進学校としての地位を確保・維持す
ること。

・確かな学力と豊かな人間性を育み，
個に応じた進路実現を図ること。

・地域との交流や連携を通して，将来
地域社会の中核となって地域発展の
ために貢献できる人材を育成するこ
と。

　　　　　　　　育てたい生徒像
　　　　　　　　　　　・知識や技能を身に付け、活用することができる。
　　　　　　　　　　　・自己や他者を認め、協働することができる。
　　　　　　　　　　　・見通しをもって社会や自然と関わることができる。
　　　　　　　　　　　・多様な中から新たな価値を見いだすことができる。

学習活動 指導方法 指導体制 学習の評価

育てようとする資質や能力及び態度
・　自己の興味・関心を引き出し，深めようとする態度
・　課題の解決に向けて，多様な社会活動に当事者意識をもって参画する態度
・　自ら目標を設定し，失敗を恐れず行動に移し，粘り強く取り組む態度
・　必要な情報を広い範囲から迅速かつ効果的に収集し，多角的，実際的に分析する能力
・　異なる意見や他者の考えを認め特長を生かしあい，協働して課題を解決する態度
・　課題発見・課題解決型の活動を通して，方法論としての探究的な学習の仕方や進め
　　方，ＰＤＣＡサイクルを学び，現在及び将来の学習や生活に生かそうとする態度
・　自分の考えを適切に発信，伝達しようとする態度
・　自己の将来について具体的に考え，夢や希望を持ち，その実現に向けて努力する態度
・　魅力ある地域づくりに貢献しようとする態度

内容（学習事項）
進路先の知識習得学習，つまり「行き先」探しではなく，「生き先」を求めた学習（自分という
存在を社会でどう生かすか，生徒も社会（地域）の一員であり，何年後かの社会（地域）を
支える存在であることを意識した活動，社会で必要とされる力を育成する活動）と捉え，地
域を対象とした，課題解決型の活動を協働して行う。また，ESDの視点を導入した探究活動
を行う。
ステップ１　短期・中期目標（パフォーマンス課題）の決定

ステップ２　課題解決に向けた取組（デアイ場・体験学習・講演など）

ステップ３　ステップ２で行った取組について考察・分析したものを地域に向けて発信する
　　　　　　　（むかし倉敷ふれあい祭り・各グループ独自の場）〔パフォーマンス１〕

ステップ４　ステップ３までの活動のすべてを分析・評価し，次年度の目標（パフォーマンス
　　　　　　　課題）を確認する。その内容を報告し，成果を共有する
　　　　　　　（実践報告会・個人研究レポート・到達度自己評価〔パフォーマンス２・３〕）

長期目標（平成30年度を目途に）・・・“ふるさと創造　林高隊”　自分の住む地域をつくり発信できる人材，地域を支え，日本を支える人材，仕事を興す人材づくり

１　価値観が多様化・複雑化し，社会や地域の持続可能性が模索される状況の中，探究的学習を通して，自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，よりよく問題を解決
する資質や能力を育成する。
２　地域の方など，社会で生きる方々との出会いや，年次の枠を越えて学び合うことを通して，幅広い見識と視野を育成する。
３　情報収集や情報整理の能力を身に付けさせるとともに，プレゼンテーション機器などを用いながら公の場で堂々と発表できる能力やポスターセッションができる能力を育成する。

総合的な学習の時間の目標

各教科指導において，表現活動（スピーチ・プレゼンテー
ション・ポスターセッションなど）を積極的に取り入れ，総合
と関連付けて指導する。

特に１年次生については，次の科目と連携する。
・「現代社会」と「家庭基礎」で地域について学ぶ。
・「社会と情報」でプレゼンテーションの方法と実践について
学ぶ。
・「国語総合」でレポートの書き方について学ぶ。
・コンピュータや本・新聞・テレビなどを通して情報を収集す
る方法だけでなく，アンケートやインタビューなど自らの目と
耳で直接情報を収集する方法についても，総合と関連付け
て指導する。

・市役所・病院・福祉施設・幼稚園・保育園・などの地域の
施設を活用する。

・大学とも連携して活動を推進する。

・卒業生・保護者を含めた地域の人材を活用する。

・NPO法人等の外部団体の活動にも目を向け，広く連携を
求めていく。

・卒業生の進学先の大学と連携し，地域研究をMDP活動で
行う。
・平素の取組については，適宜学校案内や「ニュースレ
ター」「ダイレクトメール」，ホームページ等を通じて各方面
に発信していく。
・１２月に学習成果の集大成の場として，実践報告会（ポス
ターセッション・ステージ発表）を行い，県下の高校・近隣中
学校の教職員や近隣中学校の生徒，地域の方々を招待
し，活動内容について知らせる。
・年間の活動から見つかった課題をもとに，新たな連携を
模索する。

・隔週２時間（火曜日６・７限）と７月（数時
間）

・生徒の興味・関心に基づく，地域を対象と
した課題解決型の探究活動を協働的に行
う。

・年次の枠を越え，全教員で指導に当た
る。
・生徒は興味・関心に基づきグループを編
成，その後取り組みたい課題（テーマ）に
よってさらにチームに分かれ，各担当教員
の指導のもと，地域を対象とした課題解決
型学習に取り組む。
※フィールドワークや地域研究，外部施設
訪問など地域へ積極的に赴く体験的な学
習場面を設けるように配慮する。また，外
部講師も積極的に活用し，生徒に多くの
「出会いの場」を与えるよう配慮する。
※年次枠を超えた協働的な活動ができる
よう配慮する。

・MDP委員会で全体計画・年間指導計画を
作成する。

・全体計画に基づき，各グループ（チーム）
で具体的な学習活動計画を作成し，実施
する。

・地域の方やNPOの方等，MDP活動をサ
ポートしてくれる方々と連携して指導に当
たる。

・学習の過程での取組や，完成したレポー
トなどを，ステップごとのルーブリックで評
価する。

・年間の活動を通して身に付けたい力の達
成状況（生徒一人ひとりの個人内で能力や
態度に伸長が見られたかどうか）を「到達
度自己評価表」で評価する。

各教科との関連 地域との連携 中学校や就職先・進学先との連携



平成３０年度総合的な学習の時間（通称：My Dream Project（ＭＤＰ）)年間活動計画   

岡山県立林野高等学校

月 曜日 時間 回 形態等 内　　　　　　　　容 ３年次生の動き 備　　　　　考

３月 ３限 0 新２・３年次生 グループ希望調査・MDP冊子

4月4日 (水） １３：００～ 職員研修 全教員対象

4月17日 (火） ６限 グループ（２・３年次生）

4月19日 (木） ５（・６・７）限 １年次生
４月２０日（金）までに所属チーム決
定

4月23日 (月） ７限 2 グループ（全） ルーブリック評価Ⅰ

5月1日 （火） ６限 3 グループ（全）

5月8日 (火） ７限 4 グループ（全）

5月15日 (火） ７限 5 グループ（全）

5月29日 (火） ７限 6 グループ（全）

6月5日 (火） ５・６・７限 ７・８・９ グループ（全）

6月19日 (火） ７限 10 グループ（全） むかし倉敷ふれあい祭り　一次企画書提出

6月26日 (火） ７限 11 グループ（全） むかし倉敷ふれあい祭り　二次企画書提出

7月17日 （火） グループ（１・２年次生）

7月18日 （水） グループ（１・２年次生） ルーブリック評価Ⅱ

３年次生 ３年次研究レポート提出

9月11日 (火） ７限 12 グループ（１・２年次生） むかし倉敷ふれあい祭りに向けた考察・分析・パフォーマンス準備

６限 13 グループ（１・２年次生）

７限 14 グループ（１・２年次生）

６限 15 グループ（１・２年次生）

７限 16 グループ（１・２年次生）

9月28日 (金） ５・６・７限 17～19 グループ（１・２年次生） むかし倉敷ふれあい祭りに向けた準備

9月29日 (土) １日 20～24 グループ（１・２年次生） 地域に向けたパフォーマンス活動「むかし倉敷ふれあい祭り」　各グループでの活動

10月16日 (火） ６限 25 グループ（１・２年次生） むかし倉敷ふれあい祭りでのパフォーマンス振り返り　実践報告会の概要説明 ルーブリック評価Ⅲ

10月16日 (火） ７限 26 グループ（１・２年次生） 実践報告会での報告形態決定

10月30日 （火） ７限 27 グループ（１・２年次生）

(火） ６限 28 グループ（１・２年次生）

(火） ７限 29 グループ（１・２年次生）

グループ代表生徒 グループ代表生徒による中間報告会

６限 30 グループ（１・２年次生）

７限 31 グループ（１・２年次生）

12月17日 (月） ７限 32 グループ（１・２年次生） 実践報告会会場準備　リハーサル

12月18日 (火） ５・６・７限 33～35 グループ（１・２年次生） ＭＤＰ実践報告会　グループ活動

1月8日 (火） ７限 36 グループ（１・２年次生）
実践報告会の振り返り　課題研究（個人）のレポート（研究レポート）作成

レポート作成方法指導

1月15日 (火） ７限 37 グループ（１・２年次生）

(火） ６限 38

(火） ７限 39

1月29日 (火） ６・７限 40～41 クラス 課題研究（個人）のレポート（研究レポート）をクラス内で発表

2月5日 (火） ７限 42 グループ（１・２年次生） 「ＥＳＤの視点に基づいたMDP自己到達度評価項目」による振り返り　 ルーブリック評価Ⅳ　

3月20日 (火） ３限 43 グループ（１・２年次生） 各グループの来年度のテーマよりチーム選択 希望調査用紙

職員研修 平成３０年度の活動テーマ・方向性振り返る 全教員対象

1月22日 グループ（１・２年次生）

３年次生ＭＤＰ
個人探究

Challenge

コース

Specialist

コース
 

Professional

コース

9月18日 (火）

むかし倉敷ふれあい祭りに向けた考察・分析・パフォーマンス準備

9月25日 (火）

活動まとめ・実践報告会に向けた計画・分担・準備

11月27日

3月末

11月中

12月11日 (火） 活動まとめ・実践報告会に向けた計画・分担・準備

課題研究（個人）のレポート（研究レポート）作成

ロードマップの作成
（課題解決に向けての手段の決定：デアイ場・体験学習・宿泊研修・むかし倉敷ふれあい祭り）

デアイ場は各グループ（チーム）で依頼し実現させる。
むかし倉敷ふれあい祭りはどのような形で参加できるかを考える。

デアイ場「地域の達人」講座　各グループの依頼を元に設定。

課題解決に向けた取組　デアイ場で学んだことのまとめ、振り返り

課題解決に向けた取組　夏季ＭＤＰ強化日の活動を意識して

夏季ＭＤＰ強化日 課題解決に向けた取組　各グループ・チームごとに設定する

レポート作成

７月末

オリエンテーション（Ｈ２９年度ＭＤＰ活動の説明・ESDについて・第１次グループ選択等）

平成３０年度の活動テーマ・方向性を考える　振り返りアイデアシート　

1

課題発見への取組　テーマ（課題）の決定に向け意見を出し合う（KJ法）等
各グループ（チーム）で人間関係作りエクササイズを利用して、チーム編成決定

オリエンテーション（Ｈ２９年度ＭＤＰ活動の説明等）を実施
その後各グループのポスターセッションを見学（体育館）

課題発見への取組　テーマ（課題）の決定に向け意見を出し合う（KJ法）等
各グループ（チーム）で人間関係作りエクササイズを利用して、チーム編成決定
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